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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本島嶼部を複合的システムとして捉え、観光の発展に伴って直面する課
題を分析し、島のレジリエンスを高める要因を検討した。国際学術シンポジウムにおいて島観光のレジリエンス
の検討を進めた上，国内の島の調査を社会，文化，自然環境の視点から進めた。その結果，太陽、海、砂の観光
要因が弱い日本の島は逆にユニークさと多様性を有し、パンデミック後の多様で持続可能な島嶼観光のモデルと
なり得る可能性を確認できた。移住者，関係人口と住民が関わるアート・ツーリズム，動物が人間と生活空間を
共有する島への観光，チョークポイント概念を通して文化や価値観の多様性に基づいた観光の可能性を明らかに
した。

研究成果の概要（英文）：The study considered Japanese islands as a complex system and analysed the 
challenges faced in the development of tourism. It then examined the factors that enhance island 
resilience. An international academic symposium was held to examine resilience in island tourism, 
and a survey of islands in Japan was conducted from the perspectives of society, culture and the 
natural environment. As a result, it was confirmed that Japanese islands with weak tourism factors 
of sun, sea and sand, on the contrary, have uniqueness and diversity and could be a model for 
diverse and sustainable island tourism after the pandemic. The potential for tourism was identified 
for art tourism involving migrants, relevant populations and residents, tourism to islands where 
non-wild but non-pet animals share living space with humans, and the choke point concept based on 
cultural and value diversity.

研究分野： 人文地理学

キーワード： 島観光　レジリエンス　複合的観光システム　日本
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、日本島嶼部は、観光の発展に伴って直面する課題を分析した。特に、島のレジリエンスを高める要因
を検討した。国際学術シンポジウムを開催し，世界各国の事例から島観光におけるレジリエンスの検討を進め
た。国内の島の調査を社会，文化，自然環境の視点から進めた。その結果，太陽、海、砂の観光要因が弱い日本
の島は逆にユニークさと多様性を有し、パンデミック後の多様で持続可能な島嶼観光のモデルとなり得る可能性
を確認できた。移住者，関係人口と住民が関わるアート・ツーリズム，野生ではないがペットでもない動物が人
間と生活空間を共有する島への観光，文化や価値観の多様性に基づいた観光の可能性を明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 日本の島嶼部の一部の地域では続く外国人旅行者の急増と観光情報のデジタル化に伴う観光
対象地域の拡大及び観光形態の多様化を受け観光地化が進んでいる。一方、人口流出が社会と経
済の基盤を揺るがし、その上気候変動による天災の深刻化と過剰観光がもたらす観光資源の劣
化、そして観光者の目指しと需要に適用するための文化的変容の必要性に直面し、複数の次元に
おいて島のレジリエンスが問われている。ある地域のレジリエンスとはこのような変容に適切
に対応することに留まらず、変容を抱えて地域をよりよい方向に導く能力として定義できる。本
研究開始当初の背景として，外国人旅行者が急増し，観光形態が多様化する中で人口流出が続き，
気候変動の影響を強く受けている日本の島嶼部島のレジリエンスを高める要因を検討する必要
生が高かったといえる。 
 また，本研究の学術背景には、「複合的システム(Complex system)」と「レジリエンス」
(Resilience)という二つの概念が関連し，観光研究分野においてその 2 つの概念を巡る学術的な
議論が続いていた。例えば，島については Cheer et. al. (2017)が islandscape（ランドスケープ
にちなんでのアイランドスケープ）という概念を導入した。アイランドスケープは島の物理的・
文化的な陸と海の景観を指し、自然と文化の間に明確な境界線を引かない、複合的システムに近
い概念である。また，「レジリエンス」に関連する研究は多くみられるが、持続可能性との区別
が明確に定義されていないことが多い。持続可能な観光発展は観光が自然環境に及ぼす影響の
他に、地域社会や文化への影響や、経済的な利益の問題も対象とし、その３つの次元において地
域の資源や安定を守ることを目的とする。それに対してレジリエンスは観光のような複合的シ
ステムに起こる複雑で予想できない変容に対し適切に対応し、地域をよりよい発展方向に導く
ために動的で自主管理力の高い地域システムを目指している。Lew et.al. (2016)は地域が直面す
る課題や変容に対し持続可能性のコンセプトが適切である場合と、レジリエンスの視点から考
えた方がいい場合があると指摘している。そこで本研究は日本の島嶼部における観光システム
を分析し、「持続可能性とレジリエンスが共に強い地域を育てるにはなにが必要か？」を検討す
ることとした。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、第１に、日本島嶼部の環境・社会・文化を複合的システムとして捉え、観光の発展
に伴って直面する課題を分析する。その上で第２に、島観光地で活動するアクターとその認識、
島内外の関係とネットワーク、そしてシステムの管理能力に注目し、島のレジリエンスを高める
要因を検討することを目的としている。 
 
３．研究の方法 
 研究代表者フンクは観光産業、人口、移住など、観光による社会の変容に注目した。事例地域
として広島県尾道市瀬戸田地区（生口島）を選択し，複数の研究方法を活かし，高級ホテル新設
と商店街の活性化が町全体の観光に与える影響について検討した。アクション・リサーチとして
「しおまちワークショップ」に 2021 年に 1 年間に渡って学生スタッフと共に参加し，観光とま
ちづくりを結びつける活動に関わった。また，学生研究スタッフが「おてつたび」のプロジェク
トに参加し，受け入れ側と参加者のアンケートを実施した。2022 年度は観光授業者の半構造化
インタビューと観光者を対象にしたアンケート調査を実施した。 
 
 研究分担者笛吹は観光資源、観光による自然の変容に注目した。自然を活かした観光形態とし
てグランピングを取り上げ，関する学術論文のシステマティックレビュー（日本語論文・英語論
文）を行うと同時に、広島県周辺のグランピング施設を中心にリストを作成した。主に広島県に
立地するグランピング施設にインタビューを対面またはオンラインで以下のように実施した： 
2021 年 8 月 21 日 （伯方島訪問・聞き取り調査実施） 
2021 年 9 月 27 日 （伯方島のグランピング施設・オンラインでの聞き取り） 
2021 年 11 月 17 日（百島訪問・聞き取り調査実施） 
2021 年 12 月 16 日（百島のグランピング施設・オンラインでの聞き取り） 
 また，近年、SNS の影響によって、動物が観光資源となる事例が島嶼部において報告されて
いるため，動物を対象とした観光についても調査を行った。外来種として指定されたウサギやノ
ラネコなど、保護の対象にない動物が観光対象となっていることから、観光客のニーズにどのよ
うに対応するか、管理のあり方が問われる。本調査では、分担者笛吹が 2016 年より継続して調
査を行なっている大久野島（広島県）を主な調査地として、研究を進めると同時に、レジリエン
スのフレームワークに基づいた動物観光を提案するため、コロナ禍における観光地の動物への
影響を調査した。また、最終年度は、2022 年 8 月 30 日にネコ島として有名になった宮城県石
巻市の田代島を視察し、ウサギ観光との類似性、相違性を検討するための材料とした。 
 
 研究分担者張は観光地イメージと観光による文化の変容に注目した。2020-21 年度には、コロ



ナ禍でフィールド調査ができず、主に作品・文献調査を通じて、大衆文化コンテンツが島観光に
おけるディスティネーションイメージの形成にどのような役割を果たすかについて、主に文献
調査・メディア調査の手法で明らかにした。対象としたのは、スタジオジブリのアニメーション
作品と島を描いた漫画作品である。 
 2022 年度には、複数の島と陸地から成る面として捉え、島観光に新たな認識のフレームワー
クを提供する試みを、チョークポイント概念の提示の提示と 4 回の現地調査に基づいて行った。
既存に軍事・物流上に重要な水路を意味するチョークポイント概念を、歴史・文化が集まる場所
さらに de-militarization に転換することで、より地域の観光を理解することができるようにな
ると提示した。具体的な現地調査の場所として、日本を代表するチョークポイントである対馬海
峡を選び、空間上の 4 島（対馬、壱岐、鷹島、五島）の調査を行った。調査方法は、地域全体の
歴史と文化を俯瞰するための文献調査、当地域を描いた大衆文化作品の分析、どの歴史が取捨選
択されまた観光資源として作られているかを把握するための、観察に基づいた資源調査、観光開
発に対する意識を把握するための行政への聞き取りを行った。 
2022 年 5 月 20 日〜24 日（長崎県対馬市） 
2022 年 12 月 2 日〜5 日 （長崎県壱岐市） 
2023 年 1 月 26 日〜30 日（長崎県松浦市） 
2023 年 2 月 17 日〜20 日（長崎県五島市） 
 
 研究分担者渠はアートと観光の文化的側面に注目した。小規模な芸術祭が実施されている大
崎下島では、自然観察と、4 つの小規模地域アートフェスティバルにおける参加型アクションリ
サーチを行いました。著者らが制作した 3 つの 57 分のドキュメンタリー、フェスティバル主催
者、アーティスト、ボランティア、政府関係者、長期滞在者、創造的移住者、観光客などのキー
ステークホルダーから収集した 24 の半構造化および 23 の非構造化インタビュー、および 2018
年から 2022 年までに実践されたアクションリサーチを支える参加観察から収集されたデータ
を使用し、論文の執筆を進めた。 
 このような小規模と異なり，直島、豊島、犬島は国際規模で開催される瀬戸内国際芸術祭と長
期的な投資活動に基づくアートサイト開発により国際アート・ツーリズムの対象地となってい
る。収束的連続的混合法に従って調査を実施した。定性的手法としては、参加型観察に基づいた
グラウンデッド・セオリーを用いた半構造化インタビューを、アート主催者、アーティスト、政
府関係者、観光関係者などを対象に目的別サンプリングで行った。定量的データ収集は、2019
年から 2022 年にかけて直島、豊島、犬島を訪れた観光客を対象とした公式アンケート調査
（27000 サンプル）のデータを分析している。 
調査日程： 
大崎下島：2021 年 5 月 1 日〜7 日、7 月 27 日〜30 日、10 月 1 日〜5 日、2022 年 4 月 16 日、
5 月 1 日〜5 日、14 日、10 月 1 日 
直島、豊島、犬島：2022 年 7 月 10 日〜15 日 
 
 2022 年度はまとめる研究として 2つ実施した。1つは，研究代表者，研究分担者 3名と大学院
生 1 名で東アジアの島嶼研究の広範な文献レビューを行い，SSCI 雑誌に投稿した。この研究で
は、島嶼研究の世界的なトレンドを背景に、東アジアの地理学的、人類学的、民族学的、観光学
的視点から島嶼研究を評価した。中国本土、韓国、日本、台湾の島観光に焦点を当て，それぞれ
の基本データを使用し、英語と現地語の文献をレビューした。これらの東アジア四地域における
島嶼の捉え方と研究における位置づけを分析し，次の科学研究費プロジェクトに繋げた。 
 2020-2021 年度はコロナ禍でフィールド調査ができなかったため，2022 年 3 月に研究代表者
と研究分担者張，研究分担者渠が長崎県五島市で合同調査を行った。世界遺産，国立公園，日本
ジオパーク，日本遺産の登録が重なっている本地域におけるステークホルダーの協力関係に注
目し，市担当部局や観光に関わる NPO，観光事業に活用する移住者に半構造化インタビューを
行った。この調査も，次の科学研究費プロジェクトにおいて連続的に実施する予定である。 
 
４．研究成果 
 ①国際学術シンポジウムの開催と学術論文の投稿： 
 研究のフレームワークを設定するために，2020 年 11 月 28 日に地理科学学会の第 37 回シンポ
ジウムとして Tourism Transformations: Resilient Islands and Revitalized Communities（観
光の変容：回復力のある島と活性化されたコミュニティ）のシンポジウムをオンラインと対面の
ハイブリッド型で開催した。発表 8件は国内・海外の若手研究者と島の観光について研究業績の
多い研究者により行われた。シンポジウムにおいて，観光地理学で最も重要な学術雑誌である
Tourism Geographies の編集者 2名がオーガナイザーとコメンテーターを務めた。このシンポジ
ウムを通じて，観光による島の変容を始め，レジリエンスとコロナ禍の関係についても検討でき，
今後の研究の基盤を固めた。シンポジウムの成果は学術雑誌「地理科学」76-2 号，76-3 号にお
いて概要説明と 8つの学術論文として発表された。 
 
 ②日本の島から新たな島観光の可能性を検討する方向を定めた（研究代表者フンク） 
 研究代表者フンクは 2022 年 3 月に和歌山大学国際観光学研究センターが開催した国際ワーク



ショップにおいて「Island tourism in Japan: can the diversity of islands create diversity 
in tourism?」というタイトルでキーノートスピーチを行った。島は、自然や文化的要素のユニ
ークな組み合わせによって、世界の観光の中で最も魅力的なデスティネーションの一つとなっ
ている。しかし、その焦点は主に太陽、海、砂の観光の可能性に当てられている。一方、日本の
島嶼部に関する研究は、従来、島嶼部の独自性や嗜好性の低い地域が抱える課題に焦点をあてて
きた。近年では、アートツーリズム、サイクリングツーリズム、エコツーリズムなど、島嶼部に
特化した観光形態が登場している。成功事例を見ると、島外のアクターの関与が決定的な要因の
ように見えるが、よく見ると、島内外の様々なアクターの間に緻密で多面的なネットワークがあ
ることがわかる。パンデミックは、こうした新たな展開にとって特別な脅威であると同時に、マ
イクロツーリズムの理想的な目的地としての島々に新たなチャンスをもたらした。太陽、海、砂
の観光要因が弱い日本の島は逆にユニークさと多様性を有し、パンデミック後の多様で持続可
能な島嶼観光のモデルとなり得る可能性を指摘した。 
 
 ③自然観光のレジリエンスを高める要因を検討した（研究分担者笛吹） 
 島に生息するウサギや野良ネコは、観光客にとって癒しの存在となり、観光客が増加する一方
で、観光客の餌やりや給餌によって増えた動物の環境への影響が懸念される。高齢化や人手不足
が深刻な島嶼部において、観光客のニーズにどのように対応していくかが今後の課題となって
いる。大久野島においては、2022 年度より「大久野島未来づくりサポーター」制度が開始され、
ボランティアベースでウサギの管理や観光客への啓発を行なっている。今後は、こうした制度の
効果について継続して調査を進める予定である。 
 
 ④大衆文化コンテンツが観光の動機になるプロセスと島のチョークポイントとしての役割を
検討した（研究分担者張） 
 アニメや漫画など大衆文化コンテンツは、既往の観光研究では、有機的（organic）、すなわち
非商業的かつ非マーケッティングな情報としてディスティネーションイージを作ると議論され
てきた。ただ、日本の場合、地域が積極的に制作前・後にコンテンツの制作側と関わることによ
って、大衆文化コンテンツは、誘導的（induced）イメージを作る情報として機能することにな
る。本研究では、こうした有機的ディスティネーションイメージの情報が誘導的と混ざり合う、
または転換する過程について主に作品・文献調査から明らかにした。まず、観光学の既往研究の
レビューから、伝統的にマスメディアが有機的イメージ形成のソースになることを整理した。た
だ、既往研究ではマスメディアと地域との協業に着目していないことが限界として指摘できる。
それから、日本の大衆文化コンテンツ、特に島を描いているスタジオジブリの作品（もののけ姫、
屋久島）、漫画（ばらかもん、福江島）の作品の中に描かれた島の表象と、作品に関連する観光
案内を目的とする派生作品、地域との協業活動について分析した。上記の作品郡は、最初から観
光者にアピールする目的として作られたものではなく、そういう意味で最初の制作においては
有機的イメージのソースとして消費される。ただ、作品の人気とともに、地域では作品を誘導的
イメージのソースとして利用することになる。すなわち、大衆文化コンテンツが観光の動機にな
るのは、第 1段階として、有機的イメージに誘発される観光、第 2段階として、誘導的イメージ
に影響される観光、さらに誘導的イメージが第 1 段階のイメージを強化することによって行わ
れる（再）観光というフェーズになることが明らかになった。 
 島のチョークポイントとしての役割を検討した結果、以下の 2点が挙げられる。第一に、島観
光におけるチョークポイントという考え方の有効性である。チョークポイント概念を通して、文
化や価値観の多様性に基づいた、さらに既存の島観光やボーダー観光の捉え方である線にとら
われない柔軟な場所への考え方が可能になることが明らかになった。第二に大衆文化コンテン
ツの役割である。コンテンツは、トップダウン形式の遺産制度と異なり、ボトムアップの形態で
地域の連携をできるようにする役割をする。対馬海峡の地域においても、政府中心の日本遺産の
ストーリーに対しては温度差があったものの、当地域を扱った漫画・アニメである『アンゴルモ
ア元寇合戦記』の活用においては、地域発の観光振興と連携による観光開発がボトムアップ形態
で行われていることが明らかになった。 
 ⑤アートツーリズムの異なった形態が地域に与える影響を検討した（研究分担者渠） 
 地域の独自性が強く，規模が小さいアートフェスティバルと，国際的に有名で集客力の高い瀬
戸内国際芸術祭を比較することにより，アートツーリズムが地域に与える影響を検討した。大崎
下島では地域の芸術祭起業家の個人行動と社会的に関与するクリエイティブネットワークとの
複雑な相互作用を明らかにした。過疎地域や離島における芸術祭は、人的リソースを確保するた
めに一般的に「関係人口」と呼ばれる外部支援者に依存することが多く、資源や知識の流れを維
持するために、外部支援者のサポートに頼ることが多い。地域のフェスティバルは、社会的イノ
ベーションを地方にもたらすことができるが、地域の課題を解消し、社会的に組み込まれた活動
を統合する必要があることが明らかになった。 
 一方，直島、豊島、犬島は瀬戸内国際芸術祭の開催島である。日本における社会的に関与した
アート、芸術的社会実践、フェスティバル観光、クリエイティブな場づくり活動の力が、国際的
に注目され、地方や周辺地域の再生に対する影響力が高まっている。これらのプロジェクトは、
人文科学（芸術研究）と社会科学（地理学、観光学、農村研究）を包括するいくつかの多分野の
研究課題を提起している。今後もアートツーリズムと農村再生の仕組みに関する研究を継続す



る予定である。 
 
 ⑥東アジアの島嶼研究の広範な文献レビューを行い，日本国内の島観光の研究を広域の研究
に位置づけた（全員） 
 東アジアの地理学的、人類学的、民族学的、観光学的視点から島嶼研究を評価した。特に中国
本土、韓国、日本、台湾の島観光に焦点を当て，島の位置づけと社会的意義，島を対象にした政
策や観光目的地としての役割に関する研究を整理し，4 つの地域の共通点と相違点を分析した。 
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